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課 長  関 岡  勲  

暖 かな日 差 しと清 々し い風 と共 に、令 和 ４年 度 がスタートいたしまし た。本 年 度 、教 育

センターの所 長 を務 めることになりました、職 員 部 長 の峯 川 でございます。どうぞよろしくお

願 いいたします。 

昨 年 度 は、オンラインを活 用 し、多 数 の研 修 を行 ってまいりました。オンラインは学 校 に

いながら受 講 で きる利 便 性 な どか ら、 アンケ ー トでは肯 定 的 な意 見 を 多 数 いただ きまし

た。一 方 で集 合 、対 面 で行 う研 修 の重 要 性 についても再 認 識 したところです。 

現 在 、国 において「令 和 の日 本 型 学 校 教 育 」を担 う新 たな教 師 の学 びの姿 が示 され

ていますが、社 会 が大 きく変 化 する中 、先 生 方 の学 びのあり方 も大 きな転 換 期 を迎 えて

います。このような中 、私 たち教 育 センターとしても、学 び続 ける先 生 方 の力 になれるように

努 力 し続 けるとともに、いつも開 かれた身 近 な存 在 であれたらと考 えています。 

今 後 とも教 育 センター事 業 へのご理 解 、ご協 力 をどうぞよろしくお願 いいたします。 

 昨 年 度 に引 き続 き、人 材 育 成 課 長 を 

務 めさせていただきます関 岡 です。 

 研 修 や研 究 も日 々変 化 していく中 、先 生  

方 に負 担 とならない形 で、かつ、充 実 した内 容  

となるようにセンター職 員 が一 丸 となり、知 恵  

を絞 って取 り組 んでまいります。 

 皆 様 のご理 解 とご協 力 をお願 いいたします。 

人材育成課長 人材育成統括指導員 

人材育成課（研修企画係・研究支援係） 

【研 修 企 画 係 】 【研 究 支 援 係 】 

甲 斐  平 山  福 田  西 村  

久 永  
森 山  

吉 本  
森  

春 日  

石 井  

松 下  

梶 原  

令 和 ４ 年 度 か ら は 、 人

材 育 成 統 括 指 導 員 と し

て 、「 令 和 の 日 本 型 学 校

教 育 」を担 う先 生 方 が学

び 続 け る こ と が で き るよう

支 援 してまいります。 

今 後 と も どう ぞ よろ し く願

いいたします。 
梶原 由紀子 関岡 勲 

峯川 貴之 


